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第２ 高齢者の現状と将来 

 

１ 人口構造  

 

（1）６５歳以上人口の推移 

  小清水町の６５歳以上人口は、平成１２年（２０００年）は 1,７１１人であり、平 

成２７年（２０１５年）から１,７７３人をピークに減少傾向となり、令和５年３月末現

在では１,７２８人・高齢化率は３８.９％となり、令和２２年（２０４０年）には 

１,３５０人・高齢化率は４３.０％となる見込みです。 

 

図 1  小清水町の人口の推移 
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2025年以降：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口（平成30年（2018年）
推計）」
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（出典）2000 年～2020 年まで：総務省「国勢調査」 
    2025 年以降：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年（2018

年）推計）」 

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045
人口 （人) 5,085 4,623 4,217 3,837 3,475 3,139 2,817

15歳未満 （人) 599 533 472 399 352 314 282
15歳～40歳未満（人) 1,034 847 757 650 580 543 486
40歳～65歳未満（人) 1,676 1,465 1,326 1,209 1,109 932 790
65歳～75歳未満（人) 788 792 656 568 489 457 472
75歳以上 （人) 985 980 1,006 1,011 945 893 787
生産年齢人口 （人) 2,710 2,312 2,083 1,859 1,689 1,475 1,276
高齢者人口 （人) 1,773 1,772 1,662 1,579 1,434 1,350 1,259

生産年齢人口割合 （%） 53.3 50.0 49.4 48.4 48.6 47.0 45.3
（%） 34.9 38.3 39.4 41.2 41.3 43.0 44.7
（%） 29.0 31.8 33.7 35.3 37.0 39.7 41.5
（%） 26.3 28.0 29.6 30.8 32.3 34.8 36.3

高齢化率
高齢化率（北海道）
高齢化率（全国）

（出典）2000 年～2020 年まで：総務省「国勢調査」 
    2025 年以降：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年（2018） 
    年推計）」 

表１ 小清水町の人口の推移（図１詳細） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

令和２年（２０２０年）度の推計では、生産年齢人口割合は５０.０％、以後も徐々に 

減少するに対し、高齢化率は徐々に上昇し続け、少子化は進む見込みです。 

また、小清水町の７５歳以上人口は令和１２年（２０３０年）が１,０１１人と、８５ 

歳以上人口は令和２２年（２０４０年）が４２５人にピークとなる見込みです。 

小清水町の「６５歳～７４歳人口」割合は２０４５年に１６.８％と、「７５歳～８４ 

歳人口」割合は２０３０年に１６.５％と、「８５歳以上人口」割合は２０４５年に１３.

６％とピークになる見込みです。また、２０４５年には「団塊ジュニア世代」が６５歳以

上になり、再び前期高齢者の割合が増加する見込みです。 
 

表２ 小清水町の高齢者人口の推移 

 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 

人口       （人） 5,085 4,623 4,217 3,837 3,475 3,139 2,817 

高齢者人口    （人） 1,773 1,772 1,662 1,579 1,434 1,350 1,259 

 65 歳～74 歳（人） 

同割合    （％） 

788 792 656 568 489 457 472 

15.5 16.3 15.6 14.8 14.1 14.6  16.8 

75 歳～84 歳（人） 

同割合    （％） 

668 614 615 634 531 468 403 

13.2 14.1 14.6 16.5 15.3 14.9 14.3 

85 歳以上   （人） 

同割合    （％） 

317 366 391 377 414 425 384 

6.2 7.9 9.3 9.8 11.9 13.5 13.6 

75 歳以上  （人） 

同割合    （％） 

985 980 1, 006 1,011 945 893 787 

19.4 22.0 23.9 26.3 27.2 28.4 27.9 
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（出典）2000 年・2010 年・2020 年：総務省「国勢調査」  
    2023 年：小清水町「住民基本台帳」 

（２）高齢者世帯の推移 

世帯主が高齢者である世帯（高齢世帯）の総世帯に占める割合は、平成１２年（２

０００年）は４６.１％、平成２２年（２０１０年）は５２.１％、令和２年（２０２０

年）には５６.５％、令和５年３月末には５８.２％と上昇しています。 

世帯類型別では、高齢夫婦世帯が高齢世帯に占める割合が、平成１２年（２０００

年）には２０.１％、平成２２年（２０１０年）には２４.６％、令和 2 年（２０２０

年）には２７.０％と上昇するも、令和５年３月末には２４.５％と減少しています。 

単身高齢世帯が高齢世帯に占める割合が、平成１２年（２０００年）は１８.２％、

平成２２年（２０１０年）は２３.３％、令和 2 年（２０２０年）は２８.３％、令和

５年３月末には３８.８％と上昇しています。 
 

表３ 小清水町の世帯推移  

 2000 2010 2020 2023 

総世帯数           （Ａ） （世帯） 2,142 2,065 1,961 2,026 

高齢世帯数          （Ｂ） （世帯） 988 1,075 1,107 1,179 

総世帯に占める割合    （Ｂ/Ａ） （％） 46.1 52.1 56.5 58..2 

高齢夫婦世帯数        （Ｃ） （世帯） 199 264 299 289 

総世帯に占める割合    （Ｃ/Ａ） （％） 9.3 12.8 15.2 14.３ 

高齢世帯に占める割合   （Ｃ/Ａ） （％） 20.1 24.6 27.0 24.5 

単身高齢世帯数        （Ｄ） （世帯） 180 251 313 458 

総世帯に占める割合    （Ｄ/Ａ） （％） 8.4 12.2 16.0 22.6 

高齢世帯に占める割合   （Ｄ/Ａ） （％） 18.2 23.3 28.3 38.8 
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２ 要介護者等の現状と将来 

 

（１）要介護等認定者数の実績と推計 

  本町における要介護認定者の総数は、平成３０年（２０１８年）の３７４人をピーク

に減少し、令和４年は３２２人まで減少しました。また、要支援認定者も平成３０年の

１０８人をピークに減少し、令和４年は６６人まで減少しました。それに対し、要介護

認定者は徐々に増加し、第８期中は２６０人前後で推移しております。 

  将来推計では、要介護認定者の総数は令和５年が３２９人、令和８年に３３３人、令

和２２年（２０４０年）に３３７人と徐々に増加する見込みです。それに対し、要支援

認定者は徐々に減少し、令和２２年（２０４０年）は５５人の見込みです。また、要介

護認定者は徐々に増加し、令和１２年（２０３０年）には２８２人となりピークを向か

える見込みです。 
 
表４ 小清水町の要介護（要支援）認定者数の現状と推移                   単位（人） 

 実績 第８期（実績） 第９期（推計） 将来推計 

平成 
18 年 
2006 

平成 
22 年
2010 

平成 
30 年 
2018 

令和 
2 年 
2020 

令和 
3 年 
2021 

令和 
４年 
2022 

令和 
５年 
2023 

令和 
６年 
2024 

令和 
７年 
2025 

令和 
８年 
2026 

令和 
12 年 
2030 

令和 
22 年 
2040 

要支援１ 28 34 69 54 41 35 35 31 31 30 30 27 

要支援２ 20 44 39 41 43 31 29 28 28 28 27 28 

小 計 48 78 108 95 84 66 64 59 59 58 57 55 

要介護１ 76 50 70 75 72 78 83 86 86 87 85 85 

要介護２ 50 59 62 63 70 69 62 66 66 67 73 68 

要介護３ 33 34 54 45 45 44 57 56 57 57 58 60 

要介護４ 35 42 58 52 52 41 41 40 43 43 45 46 

要介護５ 46 31 22 22 22 24 21 20 21 21 22 23 

小 計 243 216 266 254 261 256 264 269 271 275 283 282 

計 288 294 374 349 345 322 329 328 330 333 340 337 

（出典）厚生労働省見える化システム（令和５年度は、令和５年 10 月末の実績値） 
 

第２号被保険者（４０歳～６４歳）の認定者数は、平成２４年（２０１２年）の 

１０人をピークに減少し、第８期中は１～２人を推移しております。 
 
表５ 小清水町の要介護（要支援）認定者数（第２号被保険者）の現状     単位（人） 

 実 績 第８期（実績） 
平成 18 年 

2006 
平成 22 年

2010 
平成 24 年 

2012 
令和 2 年 

2020 
令和 3 年 

2021 
令和４年 

2022 
令和５年 

2023 

要支援 ３ ２ 2 2 1 1 1 

要介護 ５ ６ 8 1 0 0 1 

計 ８ ８ 10 3 1 1 2 

（出典）厚生労働省見える化システム（令和５年度は、令和５年 10 月末の実績値） 



- 10 - 

 

８５歳以上の要介護（要支援）認定者数は、平成２９年～令和８年までは２２０人

前後で推移し、令和１２年（２０３０年）には２２６人、令和２２年（２０４０年）

には２４４人と増加する見込みです。 
   
表６ 小清水町の要介護（要支援）認定者数（８５歳以上）の現状と推移    単位（人） 

 実績 第８期（実績） 第９期（推計） 将来推計 

平成 
27 年 
2015 

平成 
29 年 
2017 

令和 
2 年 
2020 

令和 
3 年 
2021 

令和 
４年 
2022 

令和 
５年 
2023 

令和 
６年 
2024 

令和 
７年 
2025 

令和 
８年 
2026 

令和 
12 年 
2030 

令和 
22 年 
2040 

要支援 57 59 45 49 34 31 26 26 26 26 30 

要介護 136 161 166 175 182 187 186 193 193 200 214 

計 193 220 211 224 216 218 212 219 219 226 244 

（出典）厚生労働省見える化システム（令和５年度は、令和５年 10 月末の実績値） 

 

 

（２）要介護等認定率の実績と推計 

要介護等認定率は、平成３０年（２０１８年）の２０.３％をピークに減少し、令和４

年で１８.６％となり、ここ数年は１９％前後で推移しつつ、その後徐々に認定率は上

昇し、令和２２年（２０４０年）には２３.３％で推移する見込みです。 

要支援認定率は、平成３０年（２０１８年）の５.７％をピークに減少し、令和２２年

（２０４０年）には３.８％になる見込みです。要介護認定率は、令和２年の１４.２％

より徐々に上昇し、令和２２年（２０４０年）には１９.５％まで上昇する見込みです。 
 
表７ 小清水町の要介護（要支援）認定率の現状と推移            単位（％） 

 実績 第８期（実績） 第９期（推計） 将来推計 

平成 
18 年 
2006 

平成 
22 年
2010 

平成 
30 年 
2018 

令和 
2 年 
2020 

令和 
3 年 
2021 

令和 
４年 
2022 

令和 
５年 
2023 

令和 
６年 
2024 

令和 
７年 
2025 

令和 
８年 
2026 

令和 
12 年 
2030 

令和 
22 年 
2040 

要支援１ 1.6 2.0 3.7 3.0 2.3 2.0 2.0 1.8 1.8 1.7 1.8 1.9 

要支援２ 1.0 2.4 2.0 2.3 2.4 1.7 1.7 1.6 1.6 1.6 1.6 1.9 

小 計 2.6 4.4 5.7 5.3 4.7 3.7 3.7 3.4 3.4 3.4 3.4 3.8 

要介護１ 4.4 2.7 3.8 4.3 4.1 4.5 4.8 4.9 4.9 5.0 5.1 5.9 

要介護２ 2.9 3.4 3.4 3.5 4.0 4.0 3.6 3.8 3.8 3.9 4.4 4.7 

要介護３ 1.9 2.0 3.0 2.4 2.6 2.6 3.3 3.2 3.3 3.3 3.5 4.1 

要介護４ 2.0 2.3 3.2 2.6 3.0 2.4 2.4 2.6 2.5 2.5 2.7 3.2 

要介護５ 2.6 1.8 1.2 1.5 1.3 1.4 1.2 1.1 1.2 1.2 1.3 1.6 

小 計 13.8 12.2 14.6 14.2 14.8 14.9 15.5 15.4 15.6 15.9 16.9 19.5 

計 16.4 16.6 20.3 19.7 19.5 18.6 19.0 18.8 18.9 19.3 20.3 23.3 

（出典）厚生労働省見える化システム（令和５年度は、令和５年 10 月末の実績値） 
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（３）要介護認定者及び高齢者等の健康状態等 

要介護認定者の有病状況では要支援者で心臓病と筋・骨格系疾患が多くなってお

り、要介護１以上になるとそれに加えて精神疾患が増加し、要介護２以上になると脳

疾患がさらに加わり、７割弱の要介護認定者にこの状況が見られます。また、要介護

3 以上の方では 1 件あたりの介護給付費が国、道と比較しても高額になっており、施

設給付費の影響が考えられます。 

 

  

■令和4年度　要介護度別有病者状況

傷病名
糖尿病 5 人 5.3% 7 人 7.3% 18 人 8.5% 8 人 4.0% 11 人 7.3% 9 人 6.3% 3 人 3.1%

(再掲)糖尿病合併症 2 人 2.1% 2 人 2.1% 7 人 3.3% 2 人 1.0% 6 人 4.0% 4 人 2.8% 0 人 0.0%

心臓病 22 人 23.2% 23 人 24.0% 49 人 23.1% 46 人 23.0% 34 人 22.7% 32 人 22.5% 23 人 24.0%

脳疾患 5 人 5.3% 7 人 7.3% 8 人 3.8% 16 人 8.0% 11 人 7.3% 14 人 9.9% 8 人 8.3%

がん 6 人 6.3% 5 人 5.2% 6 人 2.8% 7 人 3.5% 3 人 2.0% 4 人 2.8% 7 人 7.3%

精神疾患 9 人 9.5% 4 人 4.2% 26 人 12.3% 30 人 15.0% 21 人 14.0% 22 人 15.5% 13 人 13.5%

筋・骨疾患 20 人 21.1% 22 人 22.9% 46 人 21.7% 41 人 20.5% 29 人 19.3% 22 人 15.5% 18 人 18.8%

難病 2 人 2.1% 2 人 2.1% 4 人 1.9% 2 人 1.0% 1 人 0.7% 3 人 2.1% 2 人 2.1%

その他 24 人 25.3% 24 人 25.0% 48 人 22.6% 48 人 24.0% 34 人 22.7% 32 人 22.5% 22 人 22.9%

合　計 95 人 100.0% 96 人 100.0% 212 人 100.0% 200 人 100.0% 150 人 100.0% 142 人 100.0% 96 人 100.0%

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

（出典）KDB システムより作成 
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国保データ管理システム（以下、「KDB」という。）から抽出した医療・保健・介護

に関するデータを分析した結果、後期高齢者の医療費分析結果では、慢性腎臓病（透

析あり）の割合が高く、続いて高血圧症、糖尿病、関節疾患、骨折などが上位になっ

ており、40～74 歳の医療費分析結果からも同様の傾向が見られます。 

高血圧、糖尿病などの生活習慣病は、全身の血管に悪い影響を与えるため、腎臓や

心臓、脳にも影響し、脳血管疾患、心不全や腎不全、認知症のリスクとなります。不

健康期間を短縮し、健康寿命を延伸するためには、早い段階から日頃の生活習慣を見

直し、生活習慣病の予防や改善に取り組むことが必要と言えます。  

■令和3年～令和5年度　全体の医療費を100％として計算した際の疾患別費用割合（入院＋外来）

１位 慢性腎臓病（透析あり） 10.8% 慢性腎臓病（透析あり） 11.0% 慢性腎臓病（透析あり） 11.4%

２位 高血圧症 7.9% 高血圧症 8.6% 高血圧症 8.9%

３位 関節疾患 4.5% 不整脈 4.7% 糖尿病 4.7%

４位 糖尿病 4.4% 糖尿病 4.3% 骨折 4.1%

５位 骨折 3.5% 関節疾患 3.7% 不整脈 4.0%

６位 不整脈 3.2% 骨折 3.2% 関節疾患 2.7%

７位 骨粗鬆症 2.1% 狭心症 2.9% 骨粗鬆症 2.4%

８位 狭心症 2.0% 前立腺がん 2.3% 前立腺がん 2.0%

９位 脳梗塞 2.0% 骨粗鬆症 2.2% 脳梗塞 1.9%

１０位 貧血 1.9% 認知症 2.0% 狭心症 1.6%

令和3年 令和４年 令和５年（途中）

■令和3年～令和5年度　全体の医療費を100％として計算した際の疾患別費用割合（入院＋外来）

１位 高血圧症 6.9% 高血圧症 6.3% 関節疾患 6.5%

２位 関節疾患 6.7% 糖尿病 6.2% 慢性腎臓病（透析あり） 6.1%

３位 糖尿病 6.1% 慢性腎臓病（透析あり） 6.1% 糖尿病 6.1%

４位 慢性腎臓病（透析あり） 4.5% 関節疾患 4.9% 高血圧 5.3%

５位 統合失調症 2.8% 前立腺がん 3.8% 骨折 3.9%

６位 前立腺がん 2.5% 統合失調症 3.0% 肝がん 2.7%

７位 心臓弁膜症 2.4% 骨折 2.6% 統合失調症 2.6%

８位 不整脈 2.1% 不整脈 2.1% 前立腺がん 2.2%

９位 糖尿病網膜症 1.8% 肺がん 2.1% 不整脈 2.2%

１０位 脂質異常症 1.7% クモ膜下出血 2.1% 膵臓がん 1.1%

令和3年 令和４年 令和５年（途中）

（出典）KDB システムより作成  後期高齢者医療保険制度対象者（７５歳以上） 

（出典）KDB システムより作成  国民健康保険制度対象者（40～74 歳） 
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３ 健康寿命について 

 

「平均自立期間」は「健康寿命」の評価指標の一つとして用いられており、日常生活

が自立している期間の平均で、「平均余命」との差が大きくなると日常生活に何らかの

制限を余儀なくされ、この制限が大きくなると介護サービスなどの利用が必要となりま

す。  

平均余命では、男性、女性ともに北海道や国より短くなっていますが、「不健康期間」

は男性、女性ともに短く、平均自立期間が長い状況です。 

健康寿命の延伸は、日常生活を自立して営み、制限なく暮らしていくためにも、今後

も指標の一つとして推移をみていく必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和4年度　平均余命と平均自立期間（要支援１以上）

平均余命 平均自立期間 不健康期間 平均余命 平均自立期間 不健康期間

小清水町 79.2 年 77.2 年 2.0 年 86.8 年 81.1 年 5.7 年

国 81.7 年 78.7 年 3.0 年 87.8 年 81.4 年 6.4 年

道 81.0 年 77.9 年 3.1 年 87.3 年 80.6 年 6.7 年

男 女

■令和3年～令和5年度　　平均余命と平均自立期間（要支援１以上）

平均余命 平均自立期間 平均余命 平均自立期間 平均余命 平均自立期間

小清水町 81.4 年 79.1 年 79.2 年 77.2 年 77.6 年 75.9 年

国 81.5 年 78.5 年 81.7 年 78.7 年 81.5 年 78.6 年

道 80.7 年 77.7 年 81.0 年 77.9 年 80.7 年 77.6 年

小清水町 86.0 年 80.4 年 86.8 年 81.1 年 86.2 年 80.9 年

国 87.5 年 81.2 年 87.8 年 81.4 年 87.6 年 81.4 年

道 87.0 年 80.4 年 87.4 年 80.6 年 86.8 年 80.4 年

男性

女性

令和５年度（途中）令和4年度令和3年度

79.2 

81.7 

77.2 

78.7 

74.0 75.0 76.0 77.0 78.0 79.0 80.0 81.0 82.0 83.0

小清水町

国

（年）平均余命と平均自立期間（市町村単位）（男性）

平均余命 平均自立期間
【※人口4.7万人以上の市町村は「市町村単位」を参考とする】

不健康期間（平均余命 － 平均自立期間）：2.0年

不健康期間（平均余命 － 平均自立期間）：3.0年

86.8 

87.8 

81.1 

81.4 

76.0 78.0 80.0 82.0 84.0 86.0 88.0 90.0

小清水町

国

（年）
平均余命と平均自立期間（市町村単位）（女性）

平均余命 平均自立期間 【※人口4.7万人以上の市町村は「市町村単位」を参考とする】

不健康期間（平均余命 － 平均自立期間）：5.7年

不健康期間（平均余命 － 平均自立期間）：6.4年

（出典）KDB システムより作成 


